
Neptune-X 互換 簡単 LAN ボードの制作 ver1.01 for X680x0 by S.Ueda 1997/3/9 

（GAL 使用版） 

 

（今回も時間的な都合によりドキュメントは最小限にします。先に Neptune-X の 

記事を読まれることをお勧めします。） 

 

 

［概要］ 

 

  Neptune-X（X680x0 用の LAN ボード）互換の LAN ボードです。 

  使う ICは ALS245 が２個と GAL16V8 が３個のみです。 

 

 

［動作確認］ 

 

 以下の環境での動作確認が取れています。 

 

 1.X68030 + 040Turbo(34MHz) 

    E2000T (NE2000 互換の LAN カード,RTL8019AS 使用) 

 

 

［必要なもの］ 

 

  GAL ライタ        一式 

 

  GAL16V8 -15      ３個      GAL16V8B-15LP など 

 （特に希望があれば書き込み済みの GAL を配布します） 

  74ALS245         ２個 

  4.7Kohm          ４個 

 

  0.1uF            ５個 

  220uF（電解）    ２個 

 

  AT 互換機用の LAN カード（詳しくは後述） 

  ISA バス用コネクタ 

  X680x0 用ユニバーサル基板 

  IC ソケット(20pin)が５個 

 ハンダ、電線、工具など 

 

 

［LAN カードについて］ 

 

 LAN カードは Neptune-X に対応したものを用意してください。ただし、Neptune-X 

 で使える LAN カードすべてが、このボードで使えるとは限りません。 

 （その逆も言えます。） 

 私の場合は Neptune-X では避けた方がいいと言われている RTL8019 というチップ 

 を使った LAN カードを買いましたが問題なく動いています。 

 

 LAN カードの I/O アドレスは$300 に、IRQ は 12 に設定してください。 

 回路を変更すればこれ以外の設定でも構いません。 

 



 

［制作］ 

 

 LAN ボードの回路図は xlanbd.bmp です。多少字が読みにくいですが、ご了承く 

 ださい。（ポストスクリプト形式を適当に bmp に変換したため） 

 

 GAL のソースファイルは*.pld で、JEDEC 形式のファイルは*.jed です。 

 

 回路図通りにハンダ付けして、GAL を焼いてソケットに刺せば完成です。 

 

 

［動作確認］ 

 

 Neptune-X の記事を参考にしてください。 

 

 

［回路について］ 

 

 Neptune-X と比べて次の制限がつきますが、これらの制限が問題になることは 

 まずないと思います。 

 

 1.割り込みレベルは LEVEL4 固定です。 

 

 2.割り込みベクタは$F9 固定です。 

 

 3.LAN カードの I/O アドレスは$300,$320 しか選べません。 

 

 

 また、割り込みアクノリッジサイクルでのベクタ番号出力はデータバスの 

 DB2,DB1 しかドライブしていません。これは本体内部ではデータバスは 4.7Kohm 

 でプルアップされているため、ドライブしないバスはＨレベルになるはず、 

 ということで思い切って省略してみました。 

 私の X68030 では今のところ問題は出てませんが、ちょっと無謀とも言えますの 

 で、オートベクタ割り込みを使うように回路を変更した方がいいかもしれませ 

 ん。 

 

 

［履歴］ 

 

 ver1.00 --> ver1.01 

 IOCHRDYにプルアップ抵抗を追加 

 回路図の DG信号を見やすくした 

 

 

［お約束］ 

 

 ドキュメント、回路図、GAL関連のファイルなどはすべて無保証です。 

 

 著作権は Neptune-X の作者と私の両方にあると思われます。 

 特に制限を設けるつもりはありませんので自由に利用してください。 

 



 

［参考］ 

 

  Neptune-X の記事 (http://www.com.cs.osakafu-u.ac.jp/~shimada/ether) 

 

 

以上です。 
� 


